
【様式１】 

令和６年度   児童生徒と向き合う時間の確保とワーク・ライフ・バランスの実現に向けて 
                                                                      【浜坂中学校】 

取  組  

目  標 
目標達成に向けた具体的な取組 10 月末までの取組状況 成   果 課   題 

１ 

業務・会

議 の 効

率化 

○学校徴収金業務に口座振替を

導入する。 

○保護者一斉メール配信アプリ

を用いて、配布物のペーパー

レス化を進める。 

○心の健康観察アプリを導入

し、様々な問題の未然防止に

取り組む。 

○SSS の積極的活用。 

○学校運営協議会との連携強化 

○口座振替を導入し、手集金の

業務がなくなった。 

○配布物はﾍﾟｰﾊﾟｰでも渡して

いる。 

○心の健康観察アプリを導入

し、生徒への声かけを行って

いる。 

○SSSを活用し、印刷業務が大

幅に減った。 

○通知表の所見を年度末の みにし

て、１，２学期末に余裕をもって

生徒と関わることができた。 

○学校徴収金を口座振り込みにし

て、教職員がお金を扱う手間が減

った。 

○保護者一斉メール配信アプリを用

いて、確実に保護者へ連絡が行え

た。 

○SSS を活用し、印刷や整理の業務

の負担が減った。 

・保護者への連絡を紙とｱﾌﾟﾘ両方

で行っているため、来年度からｱ

ﾌﾟﾘのみにすることを検討する。 

・欠席連絡を何らかのｱﾌﾟﾘを使っ

て、電話連絡を減らしていきた

い。 

・町内の会議の日程調整がいつも

大変そうなので、学校園のｽｹｼﾞ

ｭｰﾙをgoogleｶﾚﾝﾀﾞｰなどで一元

的に管理してはどうだろうか。 

２ 

組 織 的

な 推 進

体 制 の

構築 

○定時退勤日の徹底 
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○学校行事のさらなる精選 

○年次休暇取得の促進 

（年休チャレンジシートの活用）   

○業務改善への意識高揚 

（共通理解と振り返り） 

○超過勤務の適正な把握 

（昨年より短縮を目標） 

〇部活動の負担軽減 

○定時退勤日を意識して勤 

 務しているが、定時に退勤 

 する教員は少ない。 

○年休ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｰﾄを活用し、 

 年休取得を促進している。   

○呼びかけにより、昨年度よ 

 り超過勤務の適正な把握 

 が進んでいる。 

〇構内電子掲示板などを用いて共通

理解を行うことができた。 

○管理職の呼びかけにより、超過勤

務時間の適正な把握が進んだ。 

○大型モニターを壁掛けにしていた

だき、教室のスペースを減らさず

に移動の手間がなくなり、活用 

の機会が増えた。 

・定時退勤日を徹底できてい

ない。 

・学校行事の精選は進められ

なかった。 

・不登校対応の担任の負担が

大きくなってきている。担任

外の学年職員による対応を

検討していく。 

・部活動の負担軽減は、本校の

取組だけでは難しい。（地域

展開など） 


